
令和8年度 第2回 産業技術セミナー

金属の破断面観察へのAI活用から、金属材料の組織分析（EBSD）のリモート活用まで

ものづくりの技術課題を考えるヒントと、大阪産業技術研究所のサービスをご紹介します

2026年（令和8年）

11月25日（水） 15:00〜16:30

参加無料 定員20名（先着）

会場 堺市産業振興センター 4階 セミナー室1

プログラム

第1部 AIを活用した金属材料の破断面解析

第2部 金属材料の組織分析（EBSD）と
リモートサービス

金属材料の組織分析(EBSD)データを活用したAIの事例を

紹介します。一部の分析装置をリモートで利用できる

最新のサービスについても解説します。

研究開発や品質管理におけるデータ活用の可能性と、企業が

専門機関の分析技術を身近に活用する方法をお伝えします。

【講師】
地方独立行政法人大阪産業技術研究所 本部・和泉センター

金属材料研究部 微細構造評価研究室 研究員 澤 源士郎 氏

【お問い合わせ】公益財団法人堺市産業振興センター 経営支援課

〒591-8025 堺市北区長曽根町183-5 TEL 072-255-6700 E-mail keiei_shien@sakai-ipc.jp

お申し込みは
こちら

金属製品の破損や不具合の原因究明に活用される破断面解析

について、大阪産業技術研究所開発の破断面解析AIソフト

「フラクトアイ®」をご紹介します。

相談事例を交えながら、品質トラブルの原因分析や再発防止

にどのように役立つのか、その可能性と活用のポイントを

分かりやすく解説します。

主催：公益財団法人堺市産業振興センター
協力：地方独立行政法人大阪産業技術研究所

AIを活用した金属破断面解析
×金属材料のリモート分析
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